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７月４日公示（想定）の参院選が 

目前に迫りました。憲法を守る義務 

を負う首相が立憲主義を壊し、政権 

全体に広がる公文書改ざん、隠ぺい、統計偽装、これ以

上ウソと忖度の安倍自公政治は続けさせられません。 

市民と野党の共闘で、自民公明政権与党とそれを補完

する維新への厳しい審判で、暮らしに希望を持てる政治

へ大きく踏み出す選挙に・・・・・日本共産党は全力を

尽くします。 

各地で｢参院選政策｣で街頭演説（左か
ら）大内くみ子参院選挙区予定候補、
梅村さえこ参院比例区予定候補 
＝6 月 11 日、取手駅東口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共産、立憲、国民、社民、

の各党と衆院会派・社保国

民会議は５月２９日会談

から６月７日までに、３２

の１人区すべてで、候補者

一本化に合意しました。 

各党・会派の代表は、「安

保法制の廃止と立憲主義 

 

 

の回復を求める市民連合」

と１３項目の「共通政策」

に調印。統一候補と共通政

策という二つの合意は「参

院選を戦う上で重要なス

タートを切る画期的なも

の」(共産党・志位和夫委

員長)です。 

上野たかし 

加増みつ子  遠山ちえ子 
関戸  勇   小池えつ子 

政策協定を交わした市民連合の人たちと 5 野党・会派の代表

=5 月 29 日、参院議員会館 

参院選３２の１人区・全選挙区で一本化 

（５野党・会派の党首が合意） 

 だれもが自分らしく暮らせる社会へ  

市民連合と５野党･会派の｢共通政策｣ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の安保法制・憲法９条・沖縄・原発・消費税などの

他、最低賃金１５００円、子ども若者の育ちと学び等予

算の飛躍的な拡充、ＬＧＢＴ差別解消など１３項目 

消費税増税ストップ！ くらしに希望を 

日本共産党３つのプラン（消費税に頼らない） 

８時間働けばふつうに暮らせる社会に  １,７兆円 

・最低賃金１５００円へ、今すぐ全国どこでも１０００円など 

お金の心配なく学び子育てできる社会に ３,４兆円 

・大学・専門校授業料引き下げ、高校教育・学校給食無償化 

・保育士の月５万円賃上げ、待機児ゼロなど 

くらしを支える安心の社会保障に    ２,４兆円 

・国保税・介護保険料値下げ、低年金者に年６万円上乗せなど 

 安保法制
 廃止

 安保法制、共謀罪など、安倍政権が成立させた立憲主
 義に反する法律を廃止

 憲法９条
 改憲反対

 安倍政権がすすめようとしている改憲、とりわけ９条
 改憲に反対し、改憲発議そのものを阻止

 新基地中止
 普天間返還

 沖縄辺野古の米軍新基地建設をただちに中止し、さら
 に普天間基地の早期返還、撤去を進める

 原発ゼロ
 実現へ

 福島原発事故の検証、実効性ある避難計画の策定、地
 元合意のない再稼働を認めず、原発ゼロ実現を目指す

 消費税
 増税中止

 消費税率引き上げを中止し、所得、資産、法人の各分
 野における総合的な税制の公平性を図る

大企業優遇税制を是正し、 
中小企業並みの負担を求める 

富裕層優遇税制を是正する 

｢思いやり｣予算などの廃止 
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安心して暮らせる町に防犯灯(街灯) 
を増やし、生活道路の改修を急げ 

関戸 勇 市議 

 

中学校の生徒に取手市政

に求める施策を訪ねると

「道が暗い。街灯を増やし

て」という意見が必ず出て

きます。市民からも「道が

危なくて安心して歩けな

い」との声が寄せられます。

6 月議会で、防犯灯を 50

ｍ間隔から 25ｍの間隔で

電柱につけるよう管理基準

の見直しを求めました。 

歩道(生活道路)の凸凹で

転び救急搬送される高齢者

が後を絶ちません。道路の

点検や改修が遅れていま

す。戸頭駅に通じるトンネ

ルの歩道側壁も危険なため

改修を求めました。 

建設部は「現状を確認し、

改修する」と答弁しました。 

藤井信吾市長４選後初の定例市議会は、元部長の起用を一旦

は予定した副市長人事は、ハラスメントの批判で議会同意の見

込みなく不在のまま開会し、「いじめ自死事件」などで引き続

き市長と教育委員会への追及が続きました。 

上程された一般会計補正予算は、アートギャラリー（きらり）

施設整備（工事）に負担金９,５００万円。市道維持・改良や都

市排水整備など合わせて６億９,2８８万５千円の増額補正。 

 財政圧迫する２大開発  

市長は、取手駅西口・桑原 

の２大開発に意欲を示してい 

ますが、その先行きは不透明

で地権者の不安を拡大し、市財

政もさらに圧迫することは避け

られません。とりわけ西口開発

は、バブル期そのままの過大な

計画の上にズサン、事業費は膨

らみ続け福祉・教育、生活基盤

整備は後回しにしています。 

２０１５年いじめ自死事件の調

査報告書が県から提示され「同じ

過ちを繰り返さぬよう実効性ある

再発防止策へ」行政や学校の取り

組みについて質問。報告書の「教

育行政の在り方を抜本的に是正し

なければならないほど重大」との

指摘に、総括・検証をしっかり行

うことを求めました。」 

現場の先生方の意見・考えを充

分吸い上げること、先生方が報告

書を共有し、自分たちの問題とし

て捉え、日々の実践に生かせる研

修が必要と提案。 

教育委員会は『今後、先生たち

の研修を計画していく』と答弁。 

私は「第一線で子どもたちと向

き合う先生方が、ゆとりを持って

働ける環境をつくることは政治・

行政の役割と責任」と主張しました。 

各小学校の放課後子どもク

ラブは、児童クラブ（厚労省）

と子ども教室（文科省）に分け

て少人数とし、子ども達がゆっ

たりと楽しく過ごせる生活と

遊びの場にしていく必要があ

ります。 

ところが取手市は「県で先駆

的に一体的に行っている」と答

弁。こうした体制は取手市だけ

です。一つの部屋に何十人もい

て落ち着くはずはなく、支援員

は大きな声を出さなければ聞

こえません。私は、安全点検リ

ストを示し、又、我孫子市の例

も紹介。改善点を具体的に明ら

かにし、見直しを求めるととも

に、本来のあり方を質しまし

た。 

クラブ関係者から「切実に訴

えてくれてありがとう」と嬉し

いメールをいただきました。引

き続き、改善を求め粘り強く取

り組みます。 

１０月からの消費税１０％

に伴い、幼児教育無償化（３歳

～５歳）に、無償化自体は歓迎

するとしても、消費税に頼ら

ず、市は保育料の無償化を図る

べきと質しました。 

市は「国の制度に従う」と答

弁。また現在でも保育士不足に

よる待機児童問題が解決され

ない中、無償化で入所児は増

え、保育の受け皿づくりは急務

です。しかし市は、「認定こど

も園の増設を進める」とし、公

立保育所の正規保育士増員は

「退職者数だけ」と消極的。設

置義務者としての責任が問わ

れます。 

無償化は保育料だけで、これ

まで保育料に含まれていた給

食費は実費となり、多子世帯な

どの負担は重くなります。年齢

問わず給食費・保育の無償化を

行うべきと求めました。 

6 月定例市議会（６月３～１４日） 

くらし・生活基盤整備 後回しの政策転換 

公正・民主の自治体求める 

消費税増税に頼らず 
幼児教育の無償化を 

加増みつ子市議 

子ども達のより良い 
環境づくりを 

遠山ちえ子市議 

先生に子どもと向き合う 
ゆとりと環境を 

小池えつ子市議 

 相次ぐ取手市           

市が精神保健福祉法に違反し 

精神障碍者を強制的に移送入院 

させ、本人同意なく生活保護申

請書を偽装。市が不正に受給した

１７万２００円を移送費に充てる

という二重三重の法令違反が一般

質問で明らかとなりました。 

市長改選前から続く藤井市政の

下での新たな法令違反行為は、市

政運営に新たな不安を抱えてのス

タートとなりました。 

 アートギャラリーに ９,５００万円          

議会の質疑で、日本共産党や他会派議員の、アートギャ 

ラリー工事費負担金９,５００万円の「積算根拠を示せ」と 

の質問に、市は「入札にかかわるので」と拒否し、賃借料

についてもアトレと「合意している」としながら賃料につい

ては答えず。そのうえ、移転するギャラリーを含むボックス

ヒル４階の芸大・ＪＲ・アトレ（ボックスヒル）・取手市の

４者共同で進める「アーカイブ施設計画」の「全容を明らか

に」との質問に対しても、市は「プレス発表で明らかになる」

と答弁拒否を繰り返しました。日本共産党は、議会審議に必

要な資料提出も、答弁も拒否する市の対応は、市政運営の根

幹にかかわるものと強く抗議しました。 


